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戸作用，副交感神経が促進的に，交感神経の α作用が抑
制的に働くことを見出した。更に神経系とテストステロ
ン代謝のかかわりについても検討を加えた。 
8. ループス腎炎の治療に関する臨床的研究
末石真(千大)  
13'例のルーフ。ス腎炎患者について 28週間から 59週間
(平均41週間)のステロイド療法の前後で腎生検を行な
い，その生検像の変化と血清 C3，C4価の変動を比較検
討した。生検像の活動性を表わす所見の減少した 9例で
は第 2回生検前に C3低下が 3カ月以内であり，悪化し
た 4例では 3カ月以上であった。 C4の低下期間とは相
関はみられなかった。ループス腎炎治療には血清 C3を
正常に保つことがよい指標と考えられた。 
9. 抑制 T細胞抗原リセプターの解析

ーその局在と動態ー

高林克日己〈千大)
抑制T細胞融合株表面の 1-]分子・抗原結合分子を電
顕にて形態学的に観察し，ともに斑状に局在することを
示した。また融合細胞を向調培養し，細胞周期各時期に
おける細胞表面の I-J分子と抗原結合分子の動態を観察
したところ，いずれもM期で最大となり S期で、最小とな
る変動をすることがわかった。これらの事実は抑制T細
胞表面の抗原リセプターも抑制因子と同様に，これら 2
分子から構成されていることを強く示唆している。 
10. Oscillation法による気管支端息における気道過
敏性試験の検討
田中真(千大)
気管支瑞息患者に対し，新しい連続的呼吸抵抗測定装
置「アストグラフ」を用いたメサコリン吸入試験が，鋭
敏度，安全性，簡便性の面から気道過敏性の評価に有用
であることを確認した。 rアストグラフ」の各ノξラメー
ターを解析し，以下の結果を得た。1.気道感受性を示
す Dminと気道反応性を表わす Stは，疾患群の識別因
子として有用であるが，異なった機序で支配されている
と考えられた。 2. n荷息群では， 病型にかかわらず，気
道感受性，気道反応性ともに他の疾患群より高かった。 
11.気管支端息患者血清中の抗 Ig'E抗体様物質の解
析
柳沢孝夫(千大)  
RAST法を変法した i出 ibitionassayにより，気管支 
H崩息患者血清中に RAST iJtIJ定を阻害する物質が存在す
ることを見いだした。この RAST阻害物質はアトピー
型，および非アトピー型気管支晴息患者血清中にみられ
た。この RAST阻害活性はヒト IgEで吸収されたが
ヒト IgGでは吸収されなかった。さらにこの活性がウ
サギ抗ヒト IgGで吸収されたことより，この物質が抗 
IgE抗体であることが示された。 
13.穆原病の胃粘膜病変 
慎二，小関秀旭)1今泉照恵，笠貫
末石真，富岡玖夫，徳、政義和
(千大)
熊谷朗 (富山医科薬科学)
長尾孝一 (千大・ 1病)
穆原病の胃粘膜病変について，ステロイド使用前後に
内視鏡的に検討した。ステロイド使用例 110名ではピラ
ン性病変が対照に比し有意に多く，ステロイド使用前の
膝原病患者では， 70%に何らかの胃病変を認めた。ステ
ロイド前後に蛍光抗体法を施行し， SLE 2例で，使用
前に C3cが染色され， 1例では血管壁に C3cの付着を
認めた。病理所見では血管壁に五brinoid様物質の沈着
がみられ，腰原病の胃粘膜病変に血管炎の関与が示唆さ
れTこ。 
14. lndomethacin潰蕩に対する高圧酸素療法の効果
小関秀旭，笠貫順二，今泉照恵、
金子良一，徳政義和 (千大)
太田幸吉，斉藤春雄
(斉藤労災病院)
熊谷朗 (富山医科薬科大〉
ラットの Indomethacin潰蕩に対する高圧酸素療法  
(OHP)の効果を検討した。
絶食群の胃体部病変は， OHPにより有意に抑制され
た (P<0.01)0 1時間摂食群の幽門部病変も同様の傾
向がみられたが，同群の胃体部病変では，むしろ増悪傾
向がみられた。小腸の病変で、は， OHPにより，やや増
悪する傾向が認められたが，有意差はなかった。
これらの事実は， OHPの臨床応用への可能性を示唆
するものと考えられる。 
15. 自己抗原とモノクローナル抗体
小池隆夫，富岡玖夫(千大)
生体内における自己抗体の産生統御機構の解明という
355 第672巨!千葉医学会例会・第二内科例会 
より本質的な自己免疫疾忠、の病因追求の前提として.自
己抗体に対応する“自己抗原"の免疫化学的解析は，必
要不可欠である。我々はヲ自己免疫疾患自然発生モデ/レ
マウスを用い， クームス抗体および抗 DNA抗体産生
マウスハイブリドーマ株を樹立し，それらの自己抗体お
よび対応する抗原の特異J性を解析した。 
16.気管支端息患者血清中に認められる抗 IgE抗体
の特異性
細田泰史，柳沢孝夫，岩本逸夫
小池隆夫，冨岡玖夫 (千大)
酵素免疫測定法を用いて，抗 IgE抗体を検出しうる
測定法を確立した。これを用いて気管支目指息患者血清中
の抗 IgE抗体を測定したところ，抗 IgE抗体陽性例は
アトピー '性R荷息で39例中33例の85%，手ドアトピー 'tin.肯息
では11例中 6例の55%に認められ， n掃息、群では正常群に
比し高率に検出された。 この抗 IgE自己抗体の気管支
端息の病態における役割に関しては現在検討中であるが
晴息の病態解明の新たなカギになるものと考えられた。 
17.本態性高血圧症 (E.H)におけるカテコールアミ
ン (CA)及びその代謝産物
一特に中枢性 CA代謝産物-MHPGー の動態に
ついて
神山佳久，西川哲男，山田研一
田村泰，熊谷朗 (千大) 
EHの病因として CA代謝異常が考えられるので，
血中尿中 Norepinephrine(NE)と中枢性 NEの代謝産
物;MHPG (3-Methoxy，4-hydroxy，phenyl-ethylene 
glycol)の動態を調べた。
血柴 NE と MHPG. 尿中総 MHPG，MHPG-
Sulfate (特に中枢 CAを反映するといわれている)と
尿中 NEとに有意の相関がみられた。もし MHPGが
中枢 CAを反映しているならば， EHで末梢交感神経
は，中枢 CAに連動してコントロールされている可能
性が考えられる。 
18.経皮的門脈血採取により診断したインスリノーマ
の2症例
鈴木|也金塚東，尾世川正明
西出敏雄，石川洋，山本恭平
牧野英一 (千大)
症例① (73歳男)は腹部 CT，血管造影にて枠尾部の
J/霊場を確認，経皮的門脈血採取によりインスリノーマと
診断し手術した。手術標本を抗インスリン抗体により染
色し腫療細胞がインスリン産生細胞であることを証明し
た。症例② (45歳女)は腹部 CT，血管造影にて異常所
見を認めず，経皮的門脈血採取によってのみ勝頭部の腫
蕩の存在を確認し得た例である。症例②は下重体腫療の
合併をみており多発性内分泌腺腫症 Type1と考えられ 
fこ。 
19.糖尿病における自律神経症と血中ガストリンの変
化について
金塚東，尾世川正明，鈴木隆
牧野英一 (千大)
糖尿病性神経症による自律神経障害の診断と治療は重
要である。近年自律神経障害による denervateddiabetic 
heartの診断に heartrate variationの検査が有用である
と報告された。一方 diabeticgastroen teropathyの診断
と治療はなお困難である。 heartrate variation検査陽性
患者において試験食 (OKUNOS-A)負荷後血中ガスト
リンの高反応が認められた。従って高ガストリン血症は
胃迷走神経の障害によることが示唆され，当検査により 
gastroen teropathyの診断が可能と思われる。 
20.平滑筋由来の泡沫細胞形成におけるマクロファー
ジの作用
斎藤 康，藤山葉子，白井厚治
佐々木憲裕，西出敏雄，石川洋
(千大)
泡沫細胞の形成機構および起源細胞は未だ明らかにさ
れていない。平滑筋細胞と正常低比重リポ蛋白を培養し
ても泡沫化はみられない。またマクロファージを行って
も同様である。しかしマクロファージ変性低比重リポ蛋
白 (D・LDL)を培養すると泡沫化がみられた。更にマク
ロファージと D-LDLを培養したメディウムを平滑筋
細胞と LDLの培養薬に添加すると泡沫化がみられた。 
21.ラット副腎におけるコレステロールエステル代謝
について
三上恵只，西川哲男，斎藤康
田村泰 (千大)
松岡信夫 (川鉄〉
熊谷朗 (富山医科薬科大)
ステロイドの前駆物質であるコレステローノレは，血中
のリポ蛋白より供給され，脂肪滴として副腎皮質細胞内
に存在している。この脂肪滴の成分であるコレステロー
